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1．はじめに

2007年2月3日（土）に，日本大学文理学部において，
日本第四紀学会が主催する「自然史研究におけるフィ
ールドの活用と保全」と題するシンポジウムが開催さ
れました．このシンポジウムは，現在がこれまでにな
かった激しい自然破壊の危機の時代であることを認
識し，私たちが自然と持続的に付き合っていくため
に，どのようなことを考え行動すべきかを，いくつかの
分野・立場の異なる専門家と一緒になって議論する
機会を作ろうという意図で企画されました．この特集
は，その時の講演及び討論内容を中心にまとめたも
のです．
本稿では，まずシンポジウム開催に至った経緯に

ついて説明します．高度経済成長に伴い，都市域で
は自然の地形改変が激しく，このため地層が観察で
きる崖（露頭），遺跡など，自然史を研究する上で重
要なサイトが一時的に現れても削られ消滅しているこ
とに対して，広く市民に訴えたいと感じています．露
頭が減少している現実については，今回第四紀学会
が行った巡検を例にあげて説明します．最後に地学
関係について保存・保全などに取り組んでいる例を
文献やウェブサイトで紹介します．シンポジウムで講
演あるいはコメントいただいた方には，本特集にて執
筆をお願いいたしました．
執筆を快く引き受けていただいたシンポジウム講

演者・コメンテーターの皆様，本特集のために新たに
ご投稿いただいた皆様，第四紀学会巡検でお世話に
なった皆様，そして掲載の機会を与えていただいた
地質ニュース編集委員会の皆様に厚くお礼を申し上
げます．

2．特集に至る経緯

2006年，日本第四紀学会が創立50周年記念の一環
として行った南関東巡検は，二つの目的で企画され
ました．日本の第四紀研究50年の歴史を振り返ると，
南関東は多くの地形面や第四紀層の標準地域として，
とりわけ関東ロームあるいは火山灰層などのテフラ
と，地形面，地層との関係を示す模式地として重要
な役割を果たしてきました．また明治以降，この地域
から見つかった多くの遺跡が考古学研究の標準とし
て扱われてきました．これらの研究史を振り返りなが
ら，これまで蓄積された内外の研究成果をもとにその
サイトを見直すことが第一です．第二に過去の開発・
建設によるかつての標準サイト（露頭・遺跡）の現状
を観察し，都市域におけるその保全をどうするべきか
を考えることです．地形や露頭，遺跡サイトなどの減
少は東京近辺に限らず，全国で進行しています．巡
検では，現在及び将来におけるその模式地やサイトの
意味づけを考えながら，実際に代表的な地点を見学
するという計画を立てようとしたのですが，東京及び
その周辺地域には，見学を可能にする地点はほとん
ど残っていないということがわかりました．
巡検の期間には夜間集会を行い，露頭保存などの
取り組み例を紹介してもらったり，一部の森の保存運
動を行っている人にも講演をお願いしました．そうし
た議論の中で，私たち研究者が保存を訴えても，広
く市民にその必要性を理解してもらえるだろうかとい
う疑問が生じました．そこで，一般の人たちにとって
も普段目にする周囲の地形や地質などが生活の中で
も重要であるということを理解してもらうよう，効果的
な教育・啓蒙・宣伝などの活動をしていかなければ
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写真1 岡津町の下末吉層の露頭．人が集まっているあたりから上が下末吉層で，さらにその上が下末吉ローム層．

ならないという結論に至りました．
そこでシンポジウムでは，まず大学や高校，自然史
系博物館などで，フィールドを対象にした地学関係の
学習や普及運動がどのように行われているのか，また
市民の地学への関心がどのようなものなのかを紹介
してもらうことにしました．東京学芸大学の小泉武栄
さん，東京都立若葉総合高校の田村糸子さんにご講
演いただき，また千葉県立中央博物館の岡崎浩子さ
んと神奈川県立生命の星・地球博物館の松島義章さ
んには総合討論の中でコメントをいただきました．一
方，地形・地層や動植物の保存というと，まず思いつ
くのが行政による天然記念物の指定と保全です．そ
こで天然記念物指定がどのような目的や地元住民の
意識のもとに進められてきたのかについて，専門家で
ある文化庁の桂　雄三さんに話をしていただくことに
しました．また，ボランティアとして自然保護運動を進
めてこられた瀬上の森パートナーシップの中塚隆雄さ
んには，その活動について紹介をしていただきました．
そして，自然を保存しながらさらに活用していこうとい
う点では，現在進められているジオパーク構想と目的
を共有するものなので，その外国での取り組み例を
含めて，産業技術総合研究所の渡辺真人さんに講演
をお願いしました．
このシンポジウムの参加者の多くに共通した認識

としては，地学現象だけ，考古遺跡・遺物だけ，ある
いは動物・植物だけに興味を持つのではなく，それら
全体としての自然の成り立ちを理解し，そして何より
も人々の生活との結びつきを持つ自然に興味を持
ち，利用し，共存していくという考えが重要であると
いうことでした．このため，シンポジウムの内容は，日
本第四紀学会に限らず自然史を研究したり，環境保
護あるいは自然の有効的な利活用を進めている種々
の機関さらに一般市民に広めるためのひとつの方法
として，地質ニュースに特集として掲載させていただ
くことにしました．なお，シンポジウムでは遺跡・考古
学に関する講演はなかったのですが，本特集を組む
に当たり，明治大学の安蒜政雄さん，野口　淳さん
から遺跡に対する取り組みについて寄稿していただ
きました．

3．地学観察ができる露頭の現状－第四紀学会
巡検を中心にして

都市域における露頭の実態を，2006年の巡検で見
学した地点を中心にみてみましょう．
下末吉層は，最終間氷期（およそ12万年前前後）

の日本を代表する海成層を主体とする地層で，模式
地である横浜を中心に関東に広く分布しています
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写真2 大磯丘陵内の私有地で地層観察用に整備してあ
る露頭．

第1図　横浜市栄区岡津町付近の地形図の比較．国土地理院発行の5万分の1地形図「横浜」を使用，左）1968
年発行，右）2001年発行．

（町田, 1973）．地形や地質を研究している人は，露頭
で，地層の堆積している様子を直接観察・測定した
り，地層中に挟まれている火山灰や化石などを分析
して，当時の古環境や年代，地殻変動量などを調べ
ます．しかしその地層の模式地（横浜市北部～川崎
市）は既に破壊されたり，土木建設物で被覆されたり
して，実際に観察できる露頭が現在では非常に少な
くなっています．巡検では，横浜市泉区岡津町の露
頭を地主さんの許可の下，観察することができまし
た．
露頭写真を写真1に示します．植物がまだ生育し

ていないために地層がみえますが，やがては植生に
覆われてしまうことは間違いないでしょう．1968年と
2001年に発行されたこの周辺の地形図を並べてみま
した（第1図）．1960年代にはまだ宅地開発がそれほ
ど進んでいなかったのですが，2000年代になるとほ
とんど住宅地や工場用地で埋め尽くされました．おそ
らくそれらの造成工事のときに，一時的に下末吉層な
どの地層が観察できたと思いますが，現在は削り取
られたり，コンクリートや植生で被覆されて，見えると
ころはほとんどありません．研究者にとって，露頭が
残っていることはありがたく，コンクリートや植生で覆
わずにいてほしいと望むのですが，地元の人にとっ
てメリットはなく，むしろほこりが舞ったり，がけ崩れ
の心配があり，法面工事をするのは当然のことでしょ

う．
神奈川県西部の大磯丘陵では，横浜に比べれば，

まだ都市化がそれほど進んでおらず，地層を見るとこ
ろが残っていますが，いずれは東京や横浜と同じよ
うな運命をたどることは目に見えています．露頭をど
のように保存していけばよいのか，考える必要があり
ます．その中で，個人の所有地に地層が見られるとこ
ろがあり，巡検でもその露頭を見学させていただきま
した（写真2）．地主さんは，見学者のためにわざわざ
露頭の周りを整備されていて，学校の授業などにも
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使ってもらっているということで，大変ありがたいこと
です．この地主さんのように，大勢の方が地学に理解
を持ってもらえるように，啓蒙活動を行っていくことも
必要であると考えています．
都市化された地域でのサイト保存の場所としては，

元の地形が残り，動植物がそのまま生息している原
風景のある自然公園が理想的な場所のひとつである
と思います．本特集で触れられる，横浜市栄区瀬上
の森はその代表的なところであり，そこでは遺跡や化
石層，テフラ層も見ることができます．また巡検で訪
れた地点では，川崎市多摩区の生田緑地が地層観察
の場所として実際に利用されています．ここでは飯室
層と呼ばれる約130万年前の海成層やそれを覆う30
万年ほど前のオシ沼砂礫層，さらに風成テフラ層がみ
られ，敷地内にある川崎市青少年科学館では，教育
普及事業として児童・生徒に対して地層観察案内を
行っています．またガイドブックも発行されています
（川崎市教育委員会, 1994）．オシ沼砂礫層を覆うロ
ーム層中には重要な軽石層や火山灰層が挟まれてい
ますが，17年ほど前に，宅地開発でこの近くにあった
模式的な露頭（オシ沼峠）が消滅することになり，科
学館の人たちがその剥ぎ取り標本を作って保管して
います．巡検でその標本を見学させていただきまし
たが（写真3），やはり本物の露頭で観察するほうが実
感できると思います．

日本では大都市や地方の中心都市は，ほとんどが
平野や盆地またはその周辺の丘陵地にあります．こ
のような平野や盆地の多くは構造運動によって沈降
したところにできる場合が多く，そのため未固結の厚
い地層（多くが第三紀後期から第四紀に堆積）が平
野・盆地の地下やその周辺の丘陵地に分布していま
す．丘陵地は地層を直接観察できる重要な位置を占
めていますが，都市化の進行に伴って露頭がどんど
ん減少しています．山岳地帯にはこのような新しい
地層はあまり分布しないので，露頭保存を進めない
限り，近い将来，私たちが地層を観察できる場所は
ほとんどなくなってしまうかもしれません．大阪平野
周辺や京都盆地などには，大阪層群と呼ばれる地層
が広く分布しています．その中に何枚も挟まっている
海成粘土層と火山灰層を露頭ごとに追跡することに
よって，丘陵地の地質や地質構造が明らかにされて
きました（市原編, 1993）．しかし現在では都市化に伴
い，露頭は断片的にしか見ることができず，仮に新た
な地質図を作ろうとすると，ボーリング調査をしない
とわからないところが増えています．また大阪層群に
挟まっている火山灰層は，45枚以上に上りますが，そ
のうちの3分の1程度がもはや露頭では見つからない
状態となっています．
日本第四紀学会（1996）では，模式的な地層の露
頭，特に重要なテフラ（火山灰・軽石層や火砕流堆積

写真3 川崎市青少年科学館に保存されているローム層の剥ぎ取り標本を，地面に広げて観察しているところ．
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物など）が観察できる場所を，解説文とともに示した
露頭集を出版しました．その利用価値は高いと思わ
れますが，現在ではそこに記載された露頭の何割か
は既に消滅しています．
一般の人たちには，露頭によじ登って火山灰や化

石を採っている姿は，単なる趣味の世界にしか見え
ないかもしれません．しかし，実はそれぞれの露頭か
ら得られる知識を総合化することによって，私たちの
生活に密接に関わってくる重要な情報を提供するこ
とにもなるのです．たとえば，現在地球温暖化が大き
な問題になっており，海面の上昇が気になるところで
すが，今から約12万年前の下末吉層堆積時も，急激
な海面上昇の時期であって，将来における環境変化
はこの地層中に記録されていることにヒントを見出す
ことができます．あるいは直下型地震が起こったとき
に，ある地域が揺れやすいかどうかはそこに分布して
いる地層の性質に依存しており，露頭は手っ取り早
い情報源となるのです．第四紀学会では，公開シン
ポジウムや講習会などを通して，フィールドで観察で
きるデータがいろいろと私たちの生活に役に立つと
いうことを伝えていきたいと思っています．
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